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Jアラート(全国瞬時警報システム)とは？ 

国から住民まで緊急情報を瞬時に伝達するシステム 

市町村防災行政無線（同報系）等を自動起動 

経由 

発信 

対処に時間的余裕の 
ない事態に関する情報 
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Jアラートはどう知る？ 
防災行政無線 
ケーブルテレビ 

スマホ、携帯電話のメール、緊急メール、エリ
アメール 
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（総務省消防庁「全国瞬時警報システム（J-Alert）」説明資料より）  



配信される情報の種類は？ 

4 

（総務省消防庁「全国瞬時警報システム（J-Alert）」説明資料より）  



そもそもの目的は？ 

 

迅速 な避難行動 
 

時間的に猶予のない緊急事態の発生を国民に伝え、 

迅速 な避難行動を促すことを目的とする。 
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（総務省消防庁「全国瞬時警報システム（J-Alert）」説明資料より）  



当社サービスの活用 
「緊急連絡・安否確認システム エマージェンシーコール®」+「情報共有システム BCPortal®」 
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2 

3 

弾道ミサイルが日本に「飛来する可能性」がある 

弾道ミサイルが日本の領土・領海に「落下する可能性」がある 

と判断された場合の続報としてただちに避難を呼びかけるメッセージが届く。 

弾道ミサイルが日本の領土・領海に「落下した」、日本の上空を「通過した」、日本
まで飛来せず「領海外の海域に落下した」 

弾道ミサイルの飛来情報 

弾道ミサイルの発射情報 

弾道ミサイルの落下情報 

危機管理担当者間での 
情報の共有 

危機管理担当者間での 
情報の共有 

情報収集と 
危機管理体制発動 

社員、職員向けの 
避難指示情報 

全社員向け 
安否確認実施 

（日本への落下時） 

社員、職員向けの 
避難指示情報、拠点での

被災情報掲載 



当社サービスの活用 
「緊急連絡・安否確認システム エマージェンシーコール®」+「情報共有システム BCPortal®」 
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1 
弾道ミサイルが日本に「飛来する可能性」がある 

弾道ミサイルの飛来情報 

◆目的：「危機管理担当者間での情報の共有」 
 
◆事前作業 
①定型通報の作成（例） 
 タイトル：「弾道ミサイルの飛来情報（Ｊ－Ａｌｅｒｔ）」 
 メッセージ： 
「日本政府は○月○日○時、北朝鮮からミサイルが日本に「飛来する可能性」があるとＪ－Ａｌｅｒｔ発信が実施されました。危機管理担当者はメディア等にて情報収集を実施し、
連絡がすぐに取れる状態で待機ください。」 
 連絡媒体：すべて 
 連絡先：すべての危機管理担当者 
 
◆事象発生時の操作 
危機管理担当者が実施（地域によってはJ-Alertが受信できないので全担当者が未連絡の場合は連絡を実施する体制を組む） 

 
 

◆目的：「危機管理担当者間での情報の共有」 
 
◆事前作業 
特になし 
 
◆事象発生時の操作 
危機管理担当者が掲示板に状況を記載。 
併せて危機管理メンバーグループを対象としたグループトークを開始（状況変化に即座に対応するためにメンバーはグループトークに入ったことをメッセージ送信） 
 

※エマージェンシーコール®、BCPortal®は連携して利用することをお勧めします。 



当社サービスの活用 
「緊急連絡・安否確認システム エマージェンシーコール®」+「情報共有システム BCPortal®」 
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2 
弾道ミサイルが日本に「飛来する可能性」がある 

弾道ミサイルの発射情報 

◆目的：「情報収集と危機管理体制発動」 
 
◆事前作業 
①定型通報の作成（例） 
 タイトル：「弾道ミサイルの発射情報（Ｊ－Ａｌｅｒｔ）」 
 メッセージ： 
「 「日本政府は○月○日○時、北朝鮮からミサイルが日本の領土・領海に「落下する可能性」があるとＪ－Ａｌｅｒｔ発信が実施されました。 
危機管理体制を発動します。危機管理担当者は状況をＢＣＰｏｒｔａｌにて報告し会社からの指示を待つようにお願いします。 」 
 連絡媒体：すべて 
 連絡先：すべての危機管理担当者 
 
◆事象発生時の操作 
危機管理担当者が実施（地域によってはJ-Alertが受信できないので全担当者が未連絡の場合は連絡を実施する体制を組む） 

 
 

◆目的：「社員、職員向けの避難指示情報」 
 
◆事前作業 
特になし 
 
◆事象発生時の操作 
1.危機管理担当者が掲示板に状況を記載。 
2.併せて危機管理メンバーグループを対象としたグループトークを開始（状況変化に即座に対応するためにメンバーはグループトークに入ったことをメッセージ送信） 
3.拠点情報（メールフォーム）を拠点管理者が立ち上げ情報収集と情報の登録を実施する。 
 

※エマージェンシーコール®、BCPortal®は連携して利用することをお勧めします。 



当社サービスの活用 
「緊急連絡・安否確認システム エマージェンシーコール®」+「情報共有システム BCPortal®」 
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3 
弾道ミサイルが日本に「飛来する可能性」がある 

弾道ミサイルの落下情報 

◆目的：「全社員向け安否確認実施（日本への落下時）」 
 
◆事前作業 
①定型通報の作成（例） 
 タイトル：「弾道ミサイルの落下情報（Ｊ－Ａｌｅｒｔ）」 
 メッセージ： 
「日本政府は○月○日○時、北朝鮮からミサイルが日本の領土・領海に「落下した」とするＪ－Ａｌｅｒｔ発信が実施されました。 
安否確認の確認を実施いたしますので状況を登録ください。会社からの情報は随時ＢＣＰｏｒｔａｌ、またはエマージェンシーコールにて発信します。」 
 連絡媒体：すべて 
 連絡先：全社員 
 
◆事象発生時の操作 
危機管理担当者が実施（地域によってはJ-Alertが受信できないので全担当者が未連絡の場合は連絡を実施する体制を組む） 

 
 

◆目的：「社員、職員向けの避難指示情報、拠点での被災情報掲載」 
 
◆事前作業 
特になし 
 
◆事象発生時の操作 
1.危機管理担当者が掲示板に状況を記載。 
2.危機管理メンバーグループを対象としたグループトークを開始（状況変化に即座に対応するためにメンバーはグループトークに入ったことをメッセージ送信） 
3.拠点情報（メールフォーム）を拠点管理者が立ち上げ情報収集と情報の登録を実施する。 

※エマージェンシーコール®、BCPortal®は連携して利用することをお勧めします。 



Jアラート(全国瞬時警報システム)が発信される事象はいつおこるか
わかりません。事前の準備、周知、訓練がいざという時の最大の対策
となります。 

 

当資料内のエマージェンシーコール®、BCPortal®の設定方法や操作
方法に関しては、弊社担当営業、担当導入支援メンバーまでお気軽
にお問い合わせください。 
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最後に 

参考： 
内閣官房 国民保護ポータルサイト 
http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/nkjalert.html 
 
総務省消防庁 
https://www.fdma.go.jp/ 
 
 

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/nkjalert.html
https://www.fdma.go.jp/
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E-mail：emc-info@infocom.co.jp  

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-34-17 住友不動産原宿ビル 
 

インフォコム株式会社  
サービスビジネス事業本部 モバイルクラウド事業部 

TEL：03-6866-3450 

FAX：03-6866-3820 

URL：http://www.infocom-sb.jp 

URL：https://www.facebook.com/emergencycall1995 

URL：http://www.infocom-sb.jp/blog/ 

mailto:emc-info@infocom.co.jp
http://www.infocom-sb.jp/
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